
2020 年度_樹の⼦クラブ⾃⼰評価表_事業所全体の⾃⼰評価 

 チェック項⽬ はい 
どちらとも 

いえない 
いいえ 改善⽬標、⼯夫している点など 

環

境 

・

体

制

整

備 

① 
利⽤定員が指導訓練室等スペースとの

関係で適切であるか 
○   

定員を⼗分に収容できるスペースを

確保している。 

② 職員の配置数は適切であるか ○   

配置基準を満たす⼈数は確保してい

るが、より良い⽀援が提供できるよう今

後も⼈員の確保を検討したい。 

③ 
事業所の設備等について、バリアフリー

化の配慮が適切になされているか 
 ○  

⼀部に段差などはあるが、現状で利⽤

契約されている利⽤者様が⽣活する上

では⽀障のない程度である。しかし、よ

り安全に過ごすことができるよう、必要

な箇所に対してのバリアフリー化を検

討してゆきたい。 

 

 

業

務

改

善 

④ 

業務改善を進めるための PDCA サイク

ル（⽬標設定と振り返り）に、広く職員

が参画しているか 

○   

⽇々のミーティングなどで業務改善

などについて職員全体で話し合いを⾏

なっている。シフトなどの都合により⽀

援会議が実施できない場合には、Slack

などのオンラインツールを活⽤してい

る。 

⑤ 

保護者向け評価表を活⽤する等により

アンケート調査を実施して保護者等の

意向等を把握し、業務改善につなげてい

るか 

○   

今後、保護者向け評価表を改良するな

どして、より保護者等のニーズを組み⽌

めるよう⼯夫し、業務改善につなげられ

るよう努めたい。 

⑥ 
この⾃⼰評価の結果を、事業所の会報や

ホームページ等で公開しているか 
○   

事業所のホームページ等で公開してい

る。 

⑦ 
第三者による外部評価を⾏い、評価結果

を業務改善につなげているか 
 ○  

他機関に対して外部評価は依頼して

いないが、他事業所を含めた事例検討会

を定期的に主催し、⽀援に関して外部か

らの評価やアドバイスを受ける機会を

設けている。 

⑧ 
職員の資質の向上を⾏うために、研修の

機会を確保しているか 
○   

児童福祉に関わる外部研修の受講や

事業所内研修の企画などを⾏い、常に職

員の資質の向上に努めている。 

 

 

 

⑨ 

アセスメントを適切に⾏い、⼦どもと保

護者のニーズや課題を客観的に分析し

た上で、個別⽀援計画を作成しているか 

○   

およそ半年に１度の頻度で⾯談での

聞き取り内容などに基づき、個別⽀援計

画を作成している。 



 

 

 

 

適

切

な

⽀

援

の

提

供 

⑩ 

⼦どもの適応⾏動の状況を図るために、

標準化されたアセスメントツールを使

⽤しているか 

○ ○  

試験的に標準化されたアセスメントツ

ール (具体的には Vineland-Ⅱや感覚

SP など) を導⼊し、定期的かつ定量的

にアセスメントを実施している。 

⑪ 
活動プログラムの⽴案をチームで⾏っ

ているか 
○   

基本的に児童発達⽀援管理責任者が

中⼼となって活動を組み⽴ているが、ミ

ーティングを通してチームで活動プロ

グラムの検討もしている。 

⑫ 
活動プログラムが固定化しないよう⼯

夫しているか 
○   

活動プログラムに変化をもたせ、多様

な活動に柔軟に取り組めるよう努めて

いるが、来年度は新しい活動プログラム

を積極的に模索していきたい。 

⑬ 
平⽇、休⽇、⻑期休暇に応じて、課題を

きめ細やかに設定して⽀援しているか 
○   

おおむね、平⽇や休⽇などに応じて、

多様な活動を設定し、その中で活動に応

じた課題を設定して⽀援できていると

思われる。しかし、集団活動という性質

上、きめ細やかに課題を設定しきれてい

ない現状もあるので、改善したい。 

⑭ 

⼦どもの状況に応じて、個別活動と集団

活動を適宜組み合わせて個別⽀援計画

を作成しているか 

 

○   

個別⽀援計画のフォーマットをリニ

ューアルし、よりわかりやすい形で⽀援

⽬標等が確認できるようにした。今後も

フォーマットを微調整しつつ、より適切

な⽀援計画が作成できるよう努める。 

⑮ 

⽀援開始前には職員間で必ず打ち合わ

せをし、その⽇⾏われる⽀援の内容や役

割分担について確認しているか 

○    

⽀援開始前のミーティングを、毎⽇実

施している。 

⑯ 

⽀援終了後には、職員間で必ず打ち合わ

せをし、その⽇⾏われた⽀援の振り返り

を⾏い、気付いた点等を共有しているか 

○   

 ⽀援終了後に必ずミーティングを⾏

い、⽀援の振り返りや細かな情報の共有

を⾏なっている。 

⑰ 

⽇々の⽀援に関して正しく記録をとる

ことを徹底し、⽀援の検証・改善につな

げているか 

○   

⽇々の利⽤者様の状態像や⽀援内容

に関して記録している。 

⑱ 

定期的にモニタリングを⾏い、個別⽀援

計画の⾒直しの必要性を判断している

か 

○   

半年に 1回、ご家族との⾯談を通して

モニタリングを実施し、個別⽀援計画の

⾒直しに活かしている。 



⑲ 
ガイドラインの総則の基本活動を複数

組み合わせて⽀援を⾏っているか 
○   

 運動や集団あそび、創作活動など多種

の活動を組み合わせて⽀援を⾏ってい

る。 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

⑳ 

障がい児相談⽀援事業所のサービス担

当者会議にその⼦どもの状況に精通し

た最もふさわしい者が参画しているか 

○   

サービス担当者会議には、主に児童発

達⽀援管理責任者が参画している。 

㉑ 

学校との情報共有（年間計画・⾏事予定

等の交換、⼦どもの下校時刻の確認等）、

連絡調整（送迎時の対応、トラブル発⽣

時の連絡）を適切に⾏っているか 

○   

学校が主催する説明会への参加や担

当教員との連絡を⾏い、情報共有ならび

に連絡調整をおこなっている。 

㉒ 

医療的ケアが必要な⼦どもを受け⼊れ

る場合は、⼦どもの主治医等と連絡体制

を整えているか 

  ○ 

⼈員配置の都合上、医療的ケアが必要

な⽅は受け⼊れしていない。 

㉓ 

就学前に利⽤していた保育園や幼稚園、

認定こども園、児童発達⽀援事業所等と

の間で情報共有と相互理解に努めてい

るか 

○   

状況に応じて、情報交換の場を設けて

いる。 

㉔ 

学校を卒業し、放課後等デイサービス事

業所から障害福祉サービス事業所等へ

移⾏する場合、それまでの⽀援内容等の

情報を提供する等しているか 

 ○   

卒業前までに就労先の⽀援者を対象

とした引き継ぎ資料を作成し、相談⽀援

員や保護者に渡している。 

㉕ 

児童発達⽀援センターや発達障害者⽀

援センター等の専⾨機関と連携し、助⾔

や研修を受けているか 

○   

発達障害者⽀援センターが主催する

研修に参加するなどして、連携を図って

いる。 

㉖ 

放課後児童クラブや児童館との交流や、

障害のない⼦どもと活動する機会があ

るか 

  ○ 

 現状においてそのような機会は設け

られていない。他機関との連携を図って

いく中で、交流の機会等に関して模索し

ていきたい。 

㉗ 
（地域⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参

加しているか 
○   

⾃⽴⽀援協議会こども部会に参加し、

副部会⻑としての役割を果たしている。 

㉘ 

⽇頃から⼦どもの状況を保護者と伝え

合い、⼦どもの発達の状況や課題につい

て共通理解を持っているか 

○   

 連絡帳や送迎などの機会に利⽤者様

の様⼦等に関して適時、情報交換を⾏っ

ている。しかし、紙⾯や時間の制約から

⼗分な共通理解を持てていない懸念も

あるため、その問題が解消できる⽅法を

模索していきたい。 

 

 



㉙ 

保護者の対応⼒の向上を図る観点から、

保護者に対してペアレント・トレーニン

グ等の⽀援を⾏っているか 

 ○  

 本年度は保護者を対象に、次年度の報

酬改定に関する説明会を⾏った。次年度

は定期的に、ペアレント・トレーニング

に関係する説明会等を企画していきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 
 

㉚ 
運営規程、⽀援の内容、利⽤者負担等に

ついて丁寧な説明を⾏っているか 
○   

契約時にご家族と⼀緒に運営規程など

について丁寧に説明している。 

㉛ 

保護者からの⼦育ての悩み等に対する

相談に適切に応じ、必要な助⾔と⽀援を

⾏っている。 

○   

 保護者から申し出や相談があった場

合には助⾔や⽀援を⾏っている。今後は

㉘にあるような機会を設けることで、よ

り積極的に保護者の困り感を察知して

⽀援できるように努めたい。 

㉜ 

⽗⺟の会の活動を⽀援したり、保護者会

等を開催する等により、保護者同⼠の連

携を⽀援しているか 

  ○ 

 現状では⾏っていない。保護者へのア

ンケート調査などを実施し、要望が⼀定

数あれば検討してきたい。 

㉝ 

⼦どもや保護者からの苦情について、対

応の体制を整備するとともに、⼦どもや

保護者に周知し、苦情があった場合に迅

速かつ適切に対応しているか 

 ○  

 保護者からの苦情があった場合、でき

るだけ早期に対応するように努めてい

る。しかし、発⽣状況の確認などに時間

がとられ迅速な対応が難しい場合もあ

るため、マニュアル化などを視野に⼊れ

改善に努めたい。 

㉞ 

定期的に会報等を発⾏し、活動概要や⾏

事予定、連絡体制等の情報を⼦どもや保

護者に対して発信しているか 

○   

 法⼈が定期的に発⾏している会報や

ホームページで、活動の概要等について

発信している。 

㉟ 個⼈情報に⼗分注意しているか ○   
 個⼈情報には⼗分に配慮し、⽀援や会

議を⾏っている。 

㊱ 

障害のある⼦どもや保護者との意思の

疎通や情報伝達のための配慮をしてい

るか 

○   

 ⼦どもに対してはそれぞれの特性に

合わせて⾔葉だけでなく視覚刺激を活

⽤した情報の提⽰などを⾏い、保護者に

対しては連絡帳だけでなく電話やメー

ルといった多様な伝達⽅法を活⽤し、柔

軟かつ円滑に意思疎通ができるよう配

慮している。 

㊲ 

事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等

地域に開かれた事業運営を図っている

か 

  ○ 

 現状では事業所の⾏事などは⾏って

いないため、実施できていない。地域に

開かれた事業運営ができるよう、検討す

る。 

 ㊳ 緊急時対応マニュアル、防犯マニュア  ○   各種マニュアルを策定し、職員間では



 

⾮

常

時

等

の

対

応 

ル、感染症対策マニュアルを策定し、職

員や保護者に周知しているか 

周知している。しかし、保護者への周知

はできていないため、⾯談等の機会で説

明するなどして周知に努めたい。 

㊴ 
⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、

救出その他必要な訓練を⾏っているか 
○   

 避難訓練を定期的に実施しているが、

保護者に対してもきちんと実施状況な

どについて説明を⾏うようにする。 

㊵ 

虐待を防⽌するため、職員の研修機会を

確保する等、適切な対応をしているか 

 

○   

 初任者研修等の内部研修や⽇々の⽀

援における OJT を通じて、虐待が発⽣

する⽀援上の課題を明確化した上で、虐

待を予防するための適切な対応に関し

て児童発達⽀援管理責任者が指導して

いる。 

㊶ 

どのような場合にやむを得ず⾝体拘束

を⾏うかについて、組織的に決定し、⼦

どもや保護者に⼗分に説明し了解を得

た上で、放課後等デイサービス計画に記

載しているか 

  ○ 

 （突発的な場⾯を除いて）⽇常場⾯に

おいて⾝体拘束の実施が考えられうる

利⽤者様がいないため、個別⽀援計画に

は記載していない。 

㊷ 

⾷物アレルギーのある⼦どもについて、

医師の指⽰書に基づく対応がされてい

るか 

 ○  

 ⾷物アレルギーのある利⽤者様に関

しては、おやつなどをすべて保護者より

提供していただいたり、活動内容につい

て保護者に確認をしたりすることで対

応している。 

㊸ 
ヒヤリハット事例集を作成して事業所

内で共有しているか 
○   

 ヒヤリハット事例を作成し、ファイル

にまとめて事業所内に保管することで、

⽀援員がいつでも確認できるようにし

ている。また、ミーティングの際にヒヤ

リハット事例に関して、特に対応策など

を⽀援員間で周知するよう努めている。 

 


